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主権者教育だよりへの情報掲載について
主権者教育だよりでは、主権者教育や選挙啓発に関する総務省や各選管等の取組みを広く情報発信してい

ます。
自分たちの取組みやイベントを紹介してほしいという希望にも可能な限りお応えしますので、ぜひご連絡く
ださい。なお、配信は毎月月末を予定しています。
【問合せ先】総務省自治行政局選挙部管理課選挙啓発係 仁木･寺田･馬場

Tel：03-5253-5574 Mail：senkyo.kanri@soumu.go.jp

【令和5年７月】

～主権者教育アドバイザー紹介～

～若者向け啓発活動紹介～

衆議院小選挙区の区割り改定に伴う有権者への周知等について
～総務省からのお知らせ～

「こども霞が関見学デー」が８月２日（水）、８月３日（木）に開催されます！

主権者教育アドバイザー 木村 直人
（作新学院大学学長特別補佐 人間文化学部特任教授）

令和５年６月15日、東京都教職員研修センターにおいて、都立高校の担当教員を
対象に、教育庁主催「令和５年度主権者教育の充実に向けた研修会」が開催されま
した。担当者の説明「高等学校における主権者教育について」に引き続き、「どう
する主権者教育—主権者教育の課題に対応した具体的な取り組み例～新聞の活用等
について～」と題して講演しました。

「投票」は主権者教育の「出口」に過ぎず、「社会の動きに関心を持つ」ように
することこそ主権者教育の「入口」であ
り核心である、政治的対立のある事柄を
避けられない、懸念される政治的中立は
複数紙の読み比べにより確保できる、生
徒主体の校則の見直しの取り組みは生徒
の社会参加そのものである等の事例を示
しながら、教科を問わずすべての教員に
担い手としての自覚と覚悟が求められる、
とお話ししました。

８月２日（水）、３日（木）の２日間、 「こども霞が
関見学デー」が開催されます。

総務省選挙部では、東京都選管、文京区選管及び明る
い選挙推進協会のご協力のもと、子どもが楽しみながら
選挙について学んでもらえるような企画として「総務省
キャラクター総選挙2023」を実施します。本物の投票
用紙・投票記載台・投票箱を使った模擬選挙のほか、投
票用紙計数機を実際に操作し、選挙の仕事を体験するこ
とができます。当日は、多数の皆さまのご来場をお待ち
しています。

先般「衆議院小選挙区の区割り改定に伴う有権者への継続的な周知徹底につい
て」（令和５年６月23日付け総行管第309号）を発出させていただきました。
区割り改定の内容について、有権者の方々へあまねく周知が行き渡るためには、
各戸配布の広報誌や、ＳＮＳ等様々な広報媒体の活用、説明会の実施等による継
続的な周知の取組が不可欠と考えております。また、周知の実施に当たりまして
は、当該市区町村が属する選挙区の変更があった場合のみならず、属する選挙区
の区域（構成市区町村の組み合わせ）に変更があった場合等についても、全ての
関係する団体において、その旨を広く有権者の方々へ周知いただくことが適当で
ありますので、各団体におかれましては、今後もこれら周知の取組を継続的に実
施いただきますようお願いいたします。

▲前回実施時の様子

▲講演の様子① ▲講演の様子②

～明るい選挙推進協会からのお知らせ～
「主権者教育アドバイザー制度」をご活用ください

当協会が運営事務局を担っていますが、最近、多くの申請をいただいております。
年度後半に向けて、選挙の出前授業等の実施を予定されている、あるいは検討中の
団体がありましたら、ぜひ、当該制度をご活用ください。

当協会にお送りいただく事前申請により、希望するアドバイザーとの日程調整等
は当協会が行いますので、煩わしい手続き等は不要です。ご関心のある団体は、ま
ずは下記までご連絡ください。

「市区町村明推協研修会等開催支援事業」もご活用ください
市区町村の明るい選挙推進協議会や白ばら会、若者選挙啓発グループが行う研修

会や講演会等にかかる、講師の謝金・旅費、及び会場費の一部または全部を、当協
会が助成しています。研修会、講演会等の開催のご準備の際には、本事業の活用を
ご検討ください。但し、上記のアドバイザー制度と異なり、実施団体が講師を選定
し、当協会まで申請いただくこととなりますので、この点はご留意ください。

詳細は、当協会のＨＰをご覧いただくか、又は下記までご連絡ください。

【問合せ先】（公財）明るい選挙推進協会Tel：03-6380-9891

ゲームを使った主権者教育プログラム（京都府立大学公共政策学部窪田好男研究室）

私たちの研究室では、以前から自分たちがデザインしたゲームを使った楽しくて効果的
な主権者教育プログラムを高校等で実施し、結果を評価しています。使用するゲームは
ボードゲームやカードゲームが多いですが、簡単なデジタルゲームの場合もあります。

今年度もいくつかの高校でプログラムを実施する予定ですが、その準備の一環の先進事

例の調査研究として、総務省が作成した『参政剣伝説』を、６月12日の午後に２回生のゼ
ミ生５名とプレイしてみました。

学生たちの感想としては、「導入のアニメーションはストーリーやセリフもクオリティ

が高く、ゲームへの期待を高めるものだった」、「グループで意見を出し合いながら楽し
く進めることができた」等、おおむね
好評でしたが、「クイズの内容が参
政権とあまり関係ないのが残念」と
いう指摘もありました。

この経験を通じ、私たち自身もよ

いゲームを制作し、若者をはじめ、
多くの人に政策的思考を身につけて
もらい、政策比較を行なった上で投
票に行ってもらいたいと願っていま
す。

▲参政剣伝説のプレイ風景 ▲自作ゲームのテストプレイ
風景
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